
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝  NO.1198   2021 年 11 月 14 日 

牧師  山本護      奏楽 山本恵美     第一部礼拝  司式  青柳明美    9:30~10:30 

※讃美歌は二番までうたいます            第二部礼拝   司式  斉藤美沙子  11:00~12:00                                                            

前  奏 黙想 

讃 美 歌  28 わがたま、たたえよ 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書 イザヤ書 65:1 

      ガラテヤの信徒への手紙 4:8~9 

讃 美 歌 308 いのりは口より 

説  教  『 神に知られている私たち 』 

祈  禱 

讃 美 歌  385 うたがい迷いの 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 544 あまつみたみも 

祝  禱   後  奏        

 「あなたがたはかつて、神を知らずに、もともと神でない神々に奴隷として使えていた。しかし、

今は神を知っている、いや、むしろ神から知られているのに、なぜ、あの無力で頼りにならない支配

する諸霊の下に逆戻りし、もう一度改めて奴隷として仕えようとしているのか(ｶﾞﾗﾃﾔ 4:8~9)」。随分き

つい口調だが、それにしても「神でない神々」とは何か、「頼りにならない支配する諸霊」とは何か。 

 小アジアのガラテヤ地方は、多様な文化や経済が交差する活気あふれる地域。民族も言語も宗教も

服装も食物も多種多彩だ。バザールでは物売りの声、家畜や鳥の鳴き声、喧噪と混沌の中に身を投じ

てクラクラしてみたい。パウロはそんなガラテヤの地に福音を宣べ伝えた。だから教会の信徒が、慣

れ親しんだ「神でない神々」や「支配する諸霊」へ揺り戻されることも(4:9)、普通に想像できる。 

 教会には現地に住むユダヤ人の他、多民族が混在していたようだが(2:13)、神々や諸霊へと引き戻

されているのは異邦人キリスト者らしい(4:8)。しかし神々や諸霊はたいした問題ではない。この箇所

の中心点は「今は神を知っている、いや、むしろ神から知られている(4:9)」ことだ。ここさえドシッ

としていれば、偶像(諸霊)に供えられた肉でも躊躇せずに食べることが出来るだろう(Ⅰｺﾘﾝﾄ 8:7~8)。 

 「今は神を知っている、いや、むしろ神から知られている(ｶﾞﾗﾃﾔ 4:9)」。私たちは、どれほど神を知

っているのか。それより、神に知られていることを、知っているか。「神を知り、神に知られ」を牧師

に教えられて、そのまま鵜呑みにしていればいいのか。こういう知られ方ではどうだろう。「神を愛す

る人がいれば、その人は神に知られている(Ⅰｺﾘﾝﾄ 8:3)」。「神を知る」のではなく、「神を愛する」。そ

の愛が目印になって、私たちは「神に知られる」のか。いや、違う。「わたしたちが神を愛したのでは

なく、神がわたしたちを愛した(Ⅰﾖﾊﾈ 4:10)」ことによって、私たちは神を愛するのだから。 

「世の中に偶像の神などはなく、また、唯一の神以外にいかなる神もいないことを、わたしたちは

知っている(Ⅰｺﾘﾝﾄ 8:4)」。だから「神ではない神々や支配する諸霊(ｶﾞﾗﾃﾔ 4:8~9)」自体ではなく、そ

れらに「奴隷として仕えさせる(4:8~9)」人間の同調圧力が問題なのだ。現代においても、宗教的な制

約などより、共通の価値や規範を強要する世の「空気」の方が、はるかに人々を奴隷化させる。 

 「LGBTQ」を象徴するレインボーフラッグ。多層な色彩はあたかもガラテヤの町のよう。民族や

言語、宗教や服装、慣習や食物が違っているゆえに、思ってもみない「化学反応」が生じる。これは

神の創造ではないか。こんな場でキリスト者は「神を知っている、いや、むしろ神から知られている」。

だから混沌を恐れて、必死に神を探さなくともよい。何しろ神に知られているのだから。キリストに

よって神の方から、御自分をお啓きになるから。「わたし(ｲｴｽ)を見た者は、父を見たのだ(ﾖﾊﾈ 14:9)」。 

「わたしの名を呼ばない民にも、わたしはここにいる、ここにいると言った(ｲｻﾞﾔ 65:1)」。たとえ神

を知らずとも、たとえ神を愛せずとも、私たちは神に知られ、神は自らをお示しになる。キリストに

よって。だから私たちは、神々や諸霊を恐れないし、タブー視しない。もちろん、裁くこともない。 

多様な共棲とは何か 私の偏りが偏りのまま苦笑されながらも認められるように その人の傾きを

おもしろがる 信仰も例外ではない 宗教がキリスト一色になることは宣教の勝利だとは思わない  

コロナが収まりつつあるので、11/28の礼拝から通常の礼拝時間に戻ります。10:30から一回だけの

礼拝になります。どうか覚えておいて下さい。11/15(月)10:00～11:30甲府での聖研(山梨 YMCA) 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。 


